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90%
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85%

★★

90%

90%

90%

〇きまりを守り，自己
コントロールできる力
をつける。

95%

★

90%

90%

100%

100%

児童生徒と向き合う
時間の確保

80%

長時間勤務の削減 80%

・標準学力調査の正答率
40％未満の児童の割合

・標準学力調査や全国学力・学習
状況調査の課題分析をし，指導の
工夫・改善を図る。

貫　○「聴いて,考え
て，つなげる授業」を
進める。
（考える授業づくり）

e 短期（今年度）
経営目標

　
 〇知識・技能　　〇思考力・判断力・表現力　　〇主体性・協働する力

・「スキルタイム」「かがやきタイ
ム」及び「放課後にじ色教室」で基
礎学力をつける。

・学期毎の学期末テストにお
ける正答率40％未満の児童
の割合
・算数科全単元テスト平均点
80点以上

・ペア学習，グループ学習を位置
づけ，互いに「あたたかな聴き方」
「やさしい話し方」を大切にする。

・「気づきをもって進んで学習
した」・・・自己評価
・「授業中，友だちの意見を反
応しながら聴くことができ
た」・・・自己評価
・「相手に自分の考えが伝わ
るように話すことができ
た」・・・自己評価

・全国学力・学習状況調査の
正答率40％未満の児童の割
合

令和４年度　　評価計画及び自己評価

確
か
な
学
力

学力の向上
を図る

 本校では，これまで，主体的に学ぶ児童の育成をめざし，ペアやグループトークを学習活動の中に位置づけ，新たな考え方に出会
わせたり，自分の考えの深化を図る取組を継続してきた。また，温かな集団づくりを基盤として，何でも言い合えたり，相手を意識し
た話し方や聞き方を重視したりすることで，全員が安心して参加できる授業づくりも行ってきた。さらに，低学力傾向の児童に焦点を
あてた授業づくり，放課後の個別指導も積み重ね，基礎学力の底上げを図ってきた。成果のでている学年もあるが，全体としては十
分ではない。そこで，今後も，どの子も「ほっとかない」全員参加の授業づくりを創造し，ペアやグループでの学び合いを通して，考え
る授業づくりを推進したい。また，教職員全員がＩＣＴ機器を活用し，さらに児童が主体的に学習に取り組めるよう，指導法や教材を工
夫していきたい。
　 コロナ禍での行事の実施の仕方を工夫し，縦割り班活動等で，あたたかな集団を意図的･計画的につくることで，自分にはよいと
ころがあると思える児童を育てていきたい。
　 家庭環境が様々である本校児童の実態から，基本的生活習慣を身に付け，体力の維持・向上に努めたい。また，教師が児童と向
き合える時間をつくためにも，現在の１９時までの退校を意識した働き方を行ったり，効率的な業務の進め方を工夫したりすること
で，働き方改革を学校全体で進めていきたい。

○基礎基本の確実
な力をつける。

下半期

自己評価

育成すべき資質
・能力

a　学校教育目標

d 中期
（３年間）
経営目標

令和4年4月1日

f　目標達成のための方策
（こんなことをして達成します）

g　 指標
（効果を見とる目安）

　　　昭和中学校区　校番　２５　　学校名　呉市立昭和南小学校　　

自ら伸びる
みんなで伸びる

上半期

評価計画（中期経営目標を設定してから　１　・　２　・　３　年目）

h
目標値

重点

c　中期経営目
標を踏まえた現
状（進捗状況）と
今年度の重点

〈ミッション〉（学校の使命）一人一人の子どもがかがやき，この学校で学ん
でよかったと思える学校をつくる。

ｂ　経営理念
ミッション・ビジョ

ン 〈ビジョン〉笑顔と挑戦がいっぱいの学校

豊
か
な
心

・各学級で目標をつくり，みんなの
力で達成できた経験を増やす。

・「学校生活は楽しい」
　　　　　　・・・・・・・自己評価
・「いろいろなことに挑戦し,で
きることが増えた」
　　　　　・・・・・・・・自己評価

・生活目標を守り，できたことは続
けられるよう指導の徹底を図る。

自己有用感
の育成を図
る

・「生活目標を守ることができ
た」（毎月）・・・・・自己評価

・一人一人が笑顔で活躍し，認め
合い，高め合う場をつくる。

貫　○一人一人が生
き生きと活動し，自
己有用感を実感でき
るあたたかい集団を
めざす。
（あたたかい集団づ
くり）

・「友達のよいところを見つけ
ることができる。」・・・・・・・自
己評価

○生活のリズムを身
に付ける。

・「早寝早起き朝ご飯」の定着をめ
ざす。

・就寝，起床時刻を守った。・・・自
己評価

・朝食の時間を確保した。・・・健
康観察カード

健
や
か
な
体

○体力の向上をめざ
す。

・「自分の命は自分で守る」という意
識で登下校をする。・・・自己評価

基本的な生
活習慣の確
立と体力の
向上を図
る。

・全学年，防災の視点に立った学
習内容を計画し，実施する。

・防犯や交通安全に対する意識を
高める。
・防犯教育の充実を図る。

・「20ｍダッシュリレー」を昨年
度よりもタイムを上げる。

〇安全（防災）に対
する意識の向上を図
る。

業
務
改
善

教職員の健康
を守り，教職員
が自らの意欲と
能力を発揮でき
る教育環境の
整備

会議時間の短縮
児童生徒と向き合う時間が確
保されていると感じる教員の
割合

週1回の定時退校の徹底 時間外勤務が45時間を超え
ない教職員の割合

・「くれチャレンジスタジアム」の継
続的参加。 80%

【k：評価】Ａ：１００≦（目標達成） B：８０≦（ほぼ達成）＜１００ Ｃ：６０≦（もう少し）＜８０ Ｄ：（できていない）＜６０
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